（総会）12/2懇親会、11/18第14回活動日
2017年度「天空の里 いもい農場」のまとめと2018年度の進め方（案）
2018年1月27日

１．趣旨

2017年度の天空の里 いもい農場（以下、いもい農場）は、4年目（通算15年目）の活動を無事に終えることができました。行政諸団体とのつながりを深めながら、楽しい企画を実施することで、芋井地区のファンづくりにつながる活動ができた今年度の活動を振り返り、2018年度の進め方について報告します。
２．活動概要

（１）参加

①　登録人数　…　45人　内訳：大人28人、子ども17人（2016年度は44人）

②　年間参加人数　…　のべ316人（2016年度はのべ401人）

（２）参加費　…　大人2,500円、子ども1,500円、飛入参加１人１回500円

（３）活動内容と参加家族数

	回数
	開催日
	活動テーマ・内容
	参加

人数

	1

	4/24（土）
	「山はおいしい、食べ物の宝庫！」開講式、ジャガイモ・ネギの作付け、オリエンテーション、野草の天ぷら
	24

	2
	5/6（土）
	「いもい探検隊！」スイカ、カボチャ、ズッキーニ、トマト、ピーマン、大根、落花生、ナスなどの作付け、りんご花つみ、オリエンテーリング
	24

	3
	5/20（土）
	「田んぼはドーロ泥！？」田植え、サツマイモ、くらかけ大豆・黒豆・花の種まき
	9

	4
	6/10（土）
	「ぬか漬け作り体験～発酵の世界を体感！～」ハツカダイコン・カブの収穫、ダイコン間引き、ぬか漬けの学習
	25

	5
	6/17（土）
	「芋井の竹取物語」畑の草取り、竹の伐採、タケノコ収穫、壁新聞作り
	19

	6
	7/8（土）
	「天空フラワーパーク整備事業」＆「旧プールの生き物探し」 畑の草取り、ジャガイモ土寄せ、綿花植付け、ラベンダー植付け、生き物探し
	9

	7
	7/15（土）
	「手打ちうどん修行　ザ！手打ちうどん」草取り、ナスなどの収穫、手打ちうどん作り
	22

	8
	8/5（土）
	「ジャガイモ収穫したい（隊）！」草取り、畑の耕運、ジャガイモなどの収穫、カレー作り
	23

	9
	8/26（土）
	「野菜が主役！夏野菜バーベキュー！＆子どもの縁日！」 白菜・大根作付け、夏野菜などの収穫、夏野菜バーべーキュー
	43

	10
	9/9（土）
	「稲刈りをしよう！」  稲刈り、秋野菜の種まき、畑の草取り、おやき作り
	26

	11
	9/30（土）
	「脱穀＆畑、ピカピカ隊！」 稲の脱穀、大根等葉もの野菜の間引き、野菜の収穫
	14

	12
	10/21（土）
	「収穫の秋！」秋野菜間引き、サツマイモ収穫、リンゴ収穫。畑の片づけ、おしぼりうどん作り
	20

	13
	11/4（土）
	「白菜収穫したい（隊）！」くらかけ豆、秋野菜の収穫
	23

	14
	11/18（土）
	「大収穫際！」黒豆の殻出し、秋野菜収穫、リンゴ収穫、収穫祭、閉講式
	35

	
	
	合計
	316


※　1・8・14回で、地元（和田さん・芋井支所・地域おこし協力隊）の参加やお話しがありました。

※　2・7・8・9・12・13回で予定していたヤングブルー村参加者の受け入れはありませんでした。
※　事前作業で、朝活を5/27、7/29、8/19の3回、実施しました。
※　大掃除と綿花を使ったクラフト教室を、12/2に実施し、18人の参加がありました。
（４）栽培した種類と品目数
①　種類　･･･　下記の37品目　※下線は、収穫に至らなかった、または不出来な野菜。
□田んぼ：お米（コシヒカリ）

□畑：ジャガイモ・長ナス・丸ナス・ピーマン・シシトウ・パプリカ・ミニトマト・長ネギ・大玉　　

　　スイカ・ズッキーニ・かぼちゃ・シソ・ゴマ・ハツカダイコン・コカブ（夏）・コカブ（秋）・
　　落花生・オクラ・サツマイモ・枝豆・ニンジン・ダイコン（夏）・ダイコン（秋）・キャベツ・
　　ネズミダイコン・聖護院ダイコン・ハクサイ・小松菜・チンゲンサイ・ホウレンソウ・綿花・
リンゴ（シナノスイート）・リンゴ（フジ）　
□三角畑：くらかけ豆・黒豆・ミョウガ　※三角畑は2016年9月から活用開始。
②　個人ファーム

　・　1区画だけの利用となり、畑の有効活用にはつながりませんでした。時々の管理しかできないこと、活動の中での意識づけなど、活用の難しさがありました。
３．2017年度のまとめと2018年度の進め方

（１）2017年度のまとめ

「活動開始から15周年の節目の年。地域とのつながりを深めて、頼りにされる存在を目指します。」を今年のテーマに据えて活動を実施しました。
　①　口コミで参加者が増えるような楽しい食農活動を実施します。

　・　新ロゴマークを作成し、活用をはじめました。活動内容を具現化するマークとして、好評の声が多く寄せられました。
　・　毎回、活動テーマを設けたことで活動内容の可視化につながりました。

　・　オリエンテーリング、ぬか漬け学習会、収穫音楽会等、初めての企画をたくさん実施しました。

・　7月1日～2日にかけて、第6回活動日「蛍観察会」＆「朝飯前の農業体験をしよう！＆田んぼの生き物調査」を初の宿泊企画として準備しましたが、前日からの大雨により、中止としました。中止を受けて、急きょ開催した7月8日の企画では、旧プールで生き物探しを行い、芋井に住む生き物の観察をしました。
・　東海漬物㈱で実施している食育活動の一環でぬか漬け学習会を開催しました。初めての企業とのコラボ企画となりました。

・　運営スタッフ、参加者それぞれの特技を発揮する事で、楽しい活動になりました。
　②　地元との交流を深め地域課題の共有を行い、活動を通じて地域貢献の一助を担います。

　・　地主さん、地域おこし協力隊、長野市芋井支所から参加をいただき、交流を深めました。

　・　圃場の一部「社会貢献畑」と銘打った場所で栽培したジャガイモ（30キロ）を、8月17日（木）に生活困窮者支援のネットワークづくりをしている「NPOフードバンク信州」、19日（土）に子ども食堂を運営する「NPOホットライン信州」に各15キロを贈呈しました。精神保健ボランティア「ホワイトナッツ」へも、ダイコンなどの秋野菜を贈呈しました。
・　地元の要望に応える形で、代表・副代表を中心に、竹の伐採、下草狩り、リンゴの中間管理、稲刈りなどのお手伝いを行いました。
・　地主さんの応援につながればと、参加者に向けてB級品リンゴの販売を行いました。

・　2016年から借り受けたおにぎり畑は、フラワーパークへの一歩として、ラベンダー、コスモス、マリーゴールドを植えました。
・　10月21日に移住体験施設ヤングブルー村とのコラボ企画を計画しましたが、ヤングブルー村参加者が集まらず、開催には至りませんでした。準備に向けたノウハウを得ることができました。

　③　運営体制の変更と次の活動担い手としてのスタッフ増員を図ります。

　・　新たに3名の運営スタッフを増員し、広報や運営で活躍いただきました。活動中の子どもの安全へ目が行き届くようになりました。一方で、運営スタッフが極端に少ない活動日があり、活動計画を変更しなければならない時もありました。
　・　運営スタッフ増員に向けて、参加者に向けてスタッフ募集を行いました。

　④　広報と情報発信をタイムリーに行い、芋井の魅力発信を行います。

・　BLOGやFacebookを活用して、活動内容の可視化が進みました。行政諸団体とのコミュニケーションを深めるツールになってきています。
・　公益財団法人 パナソニック教育財団 こころを育む総合フォーラム事務局が主催する、2017年度 子どもたちの“こころを育む活動”にいもい農場の活動を応募しました。
・　長野市民新聞、信濃毎日新聞の取材があり、広く取り組みが周知されました。

　⑤　諸団体とのつながりを広げ、深めます。
　・　1月29日（日）、長野市環境パートナーシップ会議が主催する“ながの環境活動コンテスト”（長野市生涯学習センター）に出展をして、「環境を良くするためにがんばっているで賞」を受賞しました。この受賞をきっかけに、長野市環境パートナーシップ会議に加盟しました。
　・　ながのボランティア・市民活動支援ネットワークの仲介事業を通じ、不要となった炊飯器を譲り受けました。気軽に炊飯ができるようになりました。
　・　公益財団法人長野県長寿社会開発センターの紹介で綿花の苗を譲り受け、初めて栽培をしました。綿花が育つ過程を観察し、クリスマスリースを作るクラフト教室を開催しました。
　・　「遊休農地で農作業ボランティアに参加する」をテーマに掲げる長野県シニア大学生を受け入れました。シニアの持つ技（農作業や料理のレパートリー）を教えていただくことで、運営の質が向上しました。また、シニアと子どもの、世代を超えた交流が見られました。核家族が多い中、貴重な交流の場となりました。
・　長野市ボランティアセンターの紹介で、ロシア人の参加者を受け入れました。活動を通じて、国際交流の場になりました。

（２）2018年度の進め方
★　ボランティア団体としてできる事で、地域とのつながりを深め、頼りにされる存在を目指します。

①　口コミで参加者が増えるような楽しい食農活動を実施します。
・　スタッフのさらなる増員を図り、運営体制の安定化、活動内容の充実につなげます。
・　全活動日で、ヤングブルー村参加者の受け入れや、葛山トレッキング事業への参加といった、芋井支所・住民自治協議会の事業に協力します。
・　長野県長寿社会開発センターとコミュニケーションを図り、多世代交流の充実を目指します。
②　活動を通じて社会貢献につなげます。
・　栽培した野菜の一部は、社会貢献の位置づけで諸団体に提供します。

・　長野市環境パートナーシップ会議の一員として、環境活動の取り組みを整理し、PRできる準備を行います。

・　信州こどもカフェのプラットホーム活用に向けて、情報収集を進め、具体化の検討を行います

③　助成金を活用して、農機具の更新と追加を行います。

４．会計報告
（１）一般会計（期間：2017年2月1日～2018年1月31日）
単位：円
	収入
	支出

	2016年度繰り越し
	10,176
	農機具・肥料等
	22,697

	正会員費
	40,000
	種苗等
	15,559

	参加費（飛入含む）
	76,500
	通信費等
	6,618

	サークル活動応援費
	16,000
	食料・消耗品等
	37,218

	寄付金
	5,000
	地主さんへの支払い等
	45,074

	その他※
	9,650
	
	

	収入合計（A）
	157,326
	支出合計（B）
	127,166


　　※その他収入の内容は、バーベキューやクラフト教室で追加集金した参加費等

（２）繰越金

・　（A）-（B）＝　30,160円を、2018年度へ繰り越しとします。
　・　2月に、新チラシ製作費で22,140円の支出予定があります。
（３）この間の一般会計の推移
[image: image1.emf]項目 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 項目 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

予算・参加費合計(A) 59,470 90,061 118,321 157,326農機具･肥料等合計 7,559 19,512 10,633 22,697

種苗等合計 6,884 14,665 15,574 15,559

通信費合計 1,743 2,513 7,695 6,618

食材・消耗品等 8,269 30,244 33,111 37,218

地元へ支払い合計 18,647 17,806 41,132 45,074

支出合計(B) 43,102 84,740 108,145 127,166

次年度繰越(A-B) 16,368 5,321 10,176 30,160

支出の部 収入の部

　

５．添付資料

（１）収穫祭アンケート（全文）

（２）参加人数（詳細版）

（３）一般会計報告（詳細版）

以上

